
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
（
以
下
、

「
番
号
制
度
」）
は
、
対
象
者
一
人

ひ
と
り
に
番
号
を
付
与
し
、
徴
税
や

社
会
保
障
給
付
な
ど
に
活
用
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。
２
０
１
５
年
秋

ご
ろ
に
個
人
お
よ
び
法
人
へ
番
号
が

通
知
さ
れ
、
16
年
１
月
か
ら
導
入
の

予
定
だ
。
金
融
機
関
に
お
い
て
は
法

定
調
書
の
出
力
対
象
と
な
る
商
品
が

数
多
く
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
番
号

制
度
に
基
づ
き
顧
客
の
番
号
情
報
の

取
得
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

こ
れ
に
伴
い
、
事
務
フ
ロ
ー
の
見
直

し
に
加
え
、
関
連
す
る
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ

ム
の
広
範
な
改
修
作
業
が
必
要
と
な

る
。
い
わ
ゆ
る
「
義
務
的
対
応
」
で

あ
る
。
一
方
、
番
号
の
利
便
性
を
さ

ら
に
追
求
す
べ
く
、
官
民
分
野
で
の

個
人
番
号
の
利
用
範
囲
拡
大
も
検
討

さ
れ
て
い
る
。
本
連
載
で
は
12
回
に

わ
た
り
、
番
号
制
度
に
お
け
る
義
務

的
対
応
を
俯
瞰
し
つ
つ
、
将
来
に
お

け
る
番
号
制
度
の
民
間
活
用
の
可
能

性
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
第
1
回

で
は
、
番
号
制
度
の
あ
ら
ま
し
に
つ

い
て
解
説
す
る
。

番
号
制
度
の

基
本
的
な
枠
組
み

番
号
制
度
の
基
本
的
な
要
素
は
、

①
付
番
、
②
情
報
連
携
、
③
本
人
確

認
で
あ
る
。

「
付
番
」
と
は
、
15
年
秋
以
降
に
対

象
者
一
人
ひ
と
り
に
対
し
12
ケ
タ
の

個
人
番
号
を
付
与
し
、
最
新
の
基
本

４
情
報（
氏
名
、住
所
、性
別
、生
年

月
日
）
と
関
連
づ
け
る
こ
と
で
あ
る
。

「
情
報
連
携
」
は
、
複
数
の
機
関
間

に
お
い
て
同
一
人
の
情
報
を
紐
付
け

す
る
も
の
で
、
個
人
情
報
の
相
互
活

用
を
可
能
と
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
る
。「
本
人
確
認
」
は
、
個
人
が

「
自
分
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
」

仕
組
み
や
、「
自
分
の
番
号
が
真
正

で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
」
た
め
の

仕
組
み
。
番
号
を
本
人
確
認
に
役
立

て
る
た
め
、
個
人
に
対
し
て
は
、
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
に
個
人
番
号
、
基
本
４
情

報
、
顔
写
真
等
を
記
録
・
記
載
し
た

個
人
番
号
カ
ー
ド
を
申
請
に
よ
っ
て

交
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

法
人
に
対
し
て
も
同
様
に
、
個
々

に
法
人
番
号
が
付
与
さ
れ
る
。
ま
た
、

個
人
番
号
の
民
間
に
お
け
る
自
由
な

利
用
は
現
時
点
で
は
認
め
ら
れ
て
い

な
い
が
、
法
人
番
号
は
利
用
目
的
が

制
限
さ
れ
て
お
ら
ず
、
民
間
も
自
由

に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

番
号
制
度
が
必
要
と
さ
れ
た

背
景番

号
制
度
導
入
の
効
果
と
し
て
、

所
得
の
よ
り
正
確
な
把
握
や
社
会
保

障
給
付
・
税
負
担
の
公
平
化
の
推
進

が
あ
げ
ら
れ
る
。
現
状
で
は
、
給
与

を
支
払
う
企
業
、
金
融
機
関
、
ほ
か

の
行
政
機
関
な
ど
へ
の
情
報
照
会
が

迅
速
・
正
確
・
十
分
に
で
き
て
い
な

い
た
め
に
、
所
得
の
捕
捉
が
不
十
分

と
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
同

じ
理
由
で
本
来
は
社
会
保
障
給
付
を

受
け
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
給
付

が
漏
れ
る
ケ
ー
ス
、
逆
に
不
正
受
給

が
未
然
に
防
止
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
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考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
不
都
合
を

解
消
す
る
た
め
の
土
台
と
し
て
導
入

さ
れ
る
の
が
番
号
制
度
で
あ
る
。

ま
た
、
行
政
機
関
の
間
で
本
人
確

認
な
ど
の
作
業
や
添
付
書
類
の
重
複

が
解
消
さ
れ
、
行
政
事
務
の
効
率
化

が
図
ら
れ
て
国
民
の
利
便
性
が
向
上

す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。
た

と
え
ば
、
複
数
の
役
所
か
ら
社
会
保

障
給
付
を
得
よ
う
と
す
る
場
合
、
現

在
は
そ
れ
ぞ
れ
の
役
所
の
窓
口
を
回

っ
て
給
付
申
請
書
類
を
入
手
し
、
そ

れ
ぞ
れ
異
な
る
添
付
書
類
を
取
得
し
、

申
請
書
類
と
セ
ッ
ト
に
し
て
各
役
所

に
提
出
す
る
必
要
が
あ
る
。
申
請
者

に
は
相
応
の
手
間
が
生
じ
る
結
果
と

な
っ
て
い
る
は
ず
だ
。
役
所
側
に
お

い
て
も
、
行
政
機
関
間
、
業
務
間
に

お
け
る
情
報
連
携
が
十
分
に
行
わ
れ

て
い
な
い
た
め
に
、
重
複
し
た
本
人

確
認
作
業
や
同
一
情
報
の
取
得
を
せ

ざ
る
を
え
ず
、
行
政
コ
ス
ト
を
増
加

さ
せ
る
要
因
と
も
な
っ
て
い
る
。

番
号
収
集
、
本
人
確
認
書
類
の

多
様
化

こ
の
よ
う
な
効
果
が
見
込
め
る
番

号
制
度
だ
が
、
金
融
機
関
に
お
い
て

は
顧
客
で
あ
る
個
人
や
法
人
か
ら
番

号
を
収
集
・
管
理
す
る
作
業
が
発
生

す
る
。

ま
ず
、
番
号
の
記
載
が
求
め
ら
れ

る
契
約
や
法
定
調
書
等
を
明
確
に
す

る
必
要
が
あ
る
。
現
時
点
で
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
も
の
だ
け
で
も
、
金

融
機
関
の
業
務
に
関
連
し
て
番
号
の

記
載
が
必
要
に
な
る
契
約
や
法
定
調

書
は
多
岐
に
わ
た
る
。

こ
の
よ
う
な
整
理
を
ふ
ま
え
、
15

年
秋
以
降
に
市
区
町
村
か
ら
対
象
者

へ
番
号
が
通
知
さ
れ
た
後
、
金
融
機

関
は
顧
客
か
ら
の
番
号
収
集
作
業
を

迅
速
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
た
だ

し
、
行
政
機
関
等
へ
の
法
定
調
書
提

出
期
限
に
合
わ
せ
て
番
号
を
報
告
す

れ
ば
よ
い
こ
と
か
ら
、
必
ず
し
も
16

年
1
月
の
番
号
利
用
開
始
に
合
わ
せ

て
す
べ
て
の
番
号
収
集
を
完
了
す
る

必
要
は
な
い
。

ま
た
、
自
社
業
務
に
合
わ
せ
て
新

た
な
本
人
確
認
の
方
法
や
事
務
フ
ロ

ー
を
個
別
に
定
義
す
る
必
要
が
あ
る
。

現
在
、
金
融
機
関
で
は
犯
罪
収
益
移

転
防
止
法
等
に
基
づ
き
、
個
人
と
法

人
そ
れ
ぞ
れ
多
種
類
の
本
人
確
認
書

類
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
今
後
は
さ

ら
に
、
番
号
法
に
基
づ
く
本
人
確
認

書
類
と
し
て
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」

「
通
知
カ
ー
ド
＋
身
分
証
明
書
」

「
個
人
番
号
記
載
の
住
民
票
＋
身
分

証
明
書
」
等
が
追
加
さ
れ
る
こ
と
と

な
る
。
本
人
確
認
書
類
が
多
様
化
す

れ
ば
、
多
様
化
し
た
ぶ
ん
だ
け
真
正

性
確
認
な
ど
の
手
間
が
追
加
的
に
必

要
に
な
り
、
金
融
機
関
の
店
頭
業
務

が
複
雑
に
な
り
か
ね
な
い
。

な
お
、
金
融
機
関
に
求
め
ら
れ
る

番
号
収
集
作
業
、
本
人
確
認
手
続
な

ど
に
つ
い
て
は
、
次
回
以
降
で
詳
述

し
た
い
。

検
討
が
進
む

番
号
利
用
の
民
間
開
放

以
上
、
義
務
的
対
応
に
つ
い
て
述

べ
て
き
た
が
、
政
府
は
あ
わ
せ
て
個

人
番
号
の
利
用
拡
大
（
民
間
利
用
）

に
つ
い
て
も
検
討
中
だ
。
番
号
の
利

用
拡
大
に
よ
り
、
膨
大
な
量
の
書
類

が
飛
び
交
う
住
宅
ロ
ー
ン
審
査
書
類

の
簡
素
化
が
実
現
さ
れ
る
ほ
か
、
法

人
関
連
業
務
や
営
業
活
動
の
効
率
化

も
期
待
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
特
定

個
人
情
報
（
個
人
番
号
が
付
い
た
個

人
情
報
）
の
厳
格
な
取
扱
い
が
前
提

と
は
な
る
も
の
の
、
金
融
機
関
の
今

後
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
一
変
さ
せ

る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

と
は
い
え
、
目
前
に
迫
っ
た
義
務

的
対
応
に
視
線
を
戻
せ
ば
、
個
々
の

金
融
機
関
に
は
シ
ス
テ
ム
改
修
だ
け

で
は
な
く
、
番
号
収
集
を
は
じ
め
と

し
た
新
た
な
事
務
負
担
が
生
じ
る
。

金
融
機
関
に
お
け
る
番
号
制
度
対
応

の
負
荷
、
ひ
い
て
は
わ
が
国
全
体
の

対
応
コ
ス
ト
を
抑
制
す
る
た
め
に
は
、

た
ん
な
る
規
制
対
応
に
と
ど
ま
ら
な

い
長
期
的
展
望
に
立
っ
た
制
度
設
計

が
求
め
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
業
界

団
体
が
中
心
と
な
っ
て
、
業
態
を
超

え
た
重
複
作
業
の
集
約
に
向
け
た
検

討
を
行
う
こ
と
も
有
効
と
な
ろ
う
。

（
本
連
載
は
、
大
野
博
堂
、
松
川
あ
ゆ
み
、

土
田
真
子
、
前
田
純
弥
、
長
谷
川
純
也
が

担
当
す
る
。）
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